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迎
春
ハ
イ
キ
ン
グ
は

七
福
神
め
ぐ
り
と

金か

な

山や

ま

城
跡
探
訪

上
州
太
田
で
歩
き
初
め

太
田
駅
前
に
立
つ
の
は
新
田
義よ

し

貞さ
だ

公
の
銅
像
で
す
。
南
北
朝
時
代
を
駆
け
抜
け

た
名
将
・
新
田
義
貞
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
新
田
氏
に
ま
つ
わ
る
史
跡
が
数
多

く
残
る
太
田
市
。
戦
国
時
代
の
関
東
七
名
城
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
金
山
城
跡
も

そ
の
ひ
と
つ
で
、
い
ま
な
お
多
く
の
遺
構
が
残
さ
れ
、
往
時
の
様
子
を
リ
ア
ル

に
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
金
山
城
跡
を
訪
ね
、
併
せ
て
「
上
州
太
田
七
福
神
め
ぐ
り
」
を
紹
介
。
寒

さ
に
負
け
な
い
冬
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
、
福
の
神
た
ち
が
つ
い
て
い
ま
す
。

太
田
（
お
お
た
）
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上
州
太
田
七
福
神
め
ぐ
り
は
、
金
山
城
跡
を
中
心
に
南

北
の
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
お
寺
を
回
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
。
太
田
駅
北
口
を
出
発
し
、
ま
ず
日
光
例
幣
使
街
道
の

宿
場
町
だ
っ
た
面
影
を
残
す
街
を
歩
い
て
い
き
ま
す
。
ほ

ど
な
く
長

ち
ょ
う

念ね
ん

寺じ

（
恵
比
寿
神
）
に
到
着
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
、

例
幣
使
が
太
田
宿
に
着
い
た
際
に
届
出
を
出
し
た
寺
で
、

い
ま
も
ク
ル
マ
が
行
き
交
う
日
光
例
幣
使
街
道
沿
い
に
美

し
い
本
堂
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
通
り
か
ら
住
宅
地
に
入
っ
て
い
き
、
小
さ
な
丘
の
中

腹
に
回
り
込
む
と
、
受じ

ゅ

楽ら
く

寺じ

（
大
黒
天
）。
二
百
年
前
に
建

立
さ
れ
た
山
門
が
往
時
を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

受
楽
寺
の
向
か
い
の
丘
を
上
れ
ば
、
高た

か

山や
ま

神
社
。
こ
こ

に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
太
平
記
』
に
影
響
を
受
け
て
江

戸
中
期
に
活
躍
し
た
太
田
出
身
の
勤
王
家
・
高
山
彦
九
郎

で
す
。

　

七
福
神
め
ぐ
り
前
半
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
金
山
の
南
麓

に
広
が
る
大だ

い

光こ
う

院い
ん

（
弁
財
天
）。
開
山
し
た
呑ど

ん

龍り
ゅ
う

上
人
が
貧

し
い
子
ど
も
た
ち
を
救
済
し
た
こ
と
か
ら
、
地
元
で
は
「
子

育
て
呑
龍
様
」
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

大
光
院
は
、
徳
川
家
康
が
自
分
の
始
祖
と
仰
ぐ
新
田
氏

初
代
の
義
重
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
、
そ
の

た
め
に
太
田
は
徳
川
幕
府
か
ら
手
厚
く
保
護
さ
れ
、
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。
風
格
あ
る
本
堂
を
は
じ
め
、
広
大
な

境
内
に
は
呑
龍
上
人
の
墓
、
開
山
堂
、
鐘
楼
な
ど
が
立
ち

並
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
金
山
へ
は
山
道
と
な
り
ま
す
。
そ
の

途
中
に
は
金き

ん

龍り
ゅ
う

寺じ

（
毘
沙
門
天
）。
新
田
義
貞
の
菩
提
寺
と

い
わ
れ
、
義
貞
の
供
養
塔
や
歴
代
金
山
城
主
の
五
輪
塔
が

あ
り
、
本
堂
に
は
義
貞
の
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
代
・
新
田
義よ

し

重し
げ

は

徳
川
家
康
の
先
祖
?!

10
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金
龍
寺
を
後
に
さ
ら
に
山
道
を
上
っ
て
い
く
と
、
い
よ

い
よ
金
山
城
跡
。
お
っ
と
、
そ
の
前
に
「
太
田
市
立
史
跡

金
山
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
」
に
立
ち
寄
り
ま
す
。

　

金
山
城
の
歴
史
を
紹
介
す
る
同
施
設
は
、
金
山
城
の
石

垣
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
個
性
的
な
外
観
。
館
内
で
は
金
山
城

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
ジ
オ
ラ
マ
、
戦
国
時
代
の

様
子
を
再
現
し
た
映
像
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
あ
、
い
よ
い
よ
ホ
ン
モ
ノ
の
金
山
城
跡
に
入
城
。

　

新
田
一
族
の
岩
松
家い

え

純ず
み

が
文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
に

築
城
し
た
金
山
城
は
、
山
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
大

規
模
な
山
城
。
上
杉
や
北
条
の
軍
勢
に
も
揺
ら
ぐ
こ
と
が

な
か
っ
た
と
い
う
、
石
と
土
塁
と
水
路
の
要
塞
で
す
。
綿

密
な
発
掘
と
復
元
作
業
が
行
わ
れ
た
城
跡
に
入
っ
て
い
く

と
、
曲く

る

輪わ

や
日
ノ
池
・
月
ノ
池
、
物
見
台
、
堀
切
、
大
手

虎こ

口ぐ
ち

な
ど
の
遺
構
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
主
曲
輪
（
本
丸
）
が
あ
っ
た
頂
上
に
は
明
治
に
な
っ
て

新
田
神
社
が
建
立
。
往
時
は
敵
の
侵
入
を
見
張
っ
て
い
た

物
見
台
か
ら
は
太
田
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
晴
れ
て
い

れ
ば
富
士
山
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
Ⓡ

ま
で
見
え
ま
す
。

　

城
跡
探
訪
を
終
え
て
金
山
の
北
麓
へ
下
っ
て
い
く
と
、

玉ぎ
ょ
く

巌が
ん

寺じ

（
福
禄
寿
）、
永え

い

福ふ
く

寺じ

（
寿
老
人
）
と
続
き
、
七

福
神
め
ぐ
り
の
ゴ
ー
ル
は
曹そ

う

源げ
ん

寺じ

（
布
袋
尊
）。
本
堂
の

廊
下
が
サ
ザ
エ
の
殻
の
よ
う
に
螺
旋
状
に
な
っ
て
い
る
珍

し
い
構
造
で
、「
さ
ざ
え
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

七
福
神
め
ぐ
り
と
金
山
城
跡
の
２
つ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
併
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
毎
年
１
月
の
第
２

日
曜
日
に
は
太
田
市
観
光
協
会
の
主
催
で
「
新
春
上
州
太

田
七
福
神
め
ぐ
り
」（
参
加
費
５
０
０
円
）
が
開
催
さ
れ
、

正
月
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
の
世
を
い
ま
に
伝
え
る

金
山
城
跡
の
遺
構

11
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太田データファイル
〈上州太田七福神めぐり〉・・太田駅北口→ 0.8 ㎞
→長念寺（恵比寿神）→ 1.1 ㎞→受楽寺（大黒
天）→0.8㎞→大光院（弁財天）→0.5㎞→金龍寺

（毘沙門天）→ 1.8 ㎞→玉巌寺（福禄寿）→ 1.6
㎞→永福寺（寿老人）→1.2㎞→曹源寺（布袋尊）
→ 4.0 ㎞→太田駅北口　＊以上は、太田駅北口
からのモデルコース☎太田市観光協会 0276-47-
1111（代表）
〈太田市観光案内所〉・・●交通＝太田駅構内　
●開館時間＝ 10：00 ～ 17：00（土日祝は～
15：00）　●休館日＝月曜（休日の場合は営業、
翌日休み）　☎0276-30-3160
〈太田市立史跡金山城跡ガイダンス施設＋太田
市金山地域交流センター〉・・●交通＝太田駅徒
歩 30 分・タクシー５分　●開館時間＝ 9：00 ～
17：00（入館は16：30まで）　●休館日＝月曜（休
日の場合は開館、翌日休館）12/29 ～ 1/3　●入
館・観覧料＝無料　☎0276-25-1066
〈伊勢屋〉・・●交通＝太田駅北口徒歩３分　●
営業時間＝ 9：00 ～ 17：00　●定休日＝水曜
　☎0276-22-2858
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